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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.48
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

34.65kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.48本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

　６月３日、辰ノ口親水公園で常陸大宮観光大使を迎えて、バラの
撮影会があると聞き、ひたまるも駆け付けました。
　会場に到着すると、観光大使はとても鮮やかな色の洋服を着てい
て、ひたまるのボディカラーや色とりどりの
バラとマッチしそうな予感。
　だけど、大勢のカメラマンを前に、観光大
使の２人はとても忙しそう…でも、おねだり
したら一緒に写真撮影できることに！さら
に、ひたまるお得意の決めポーズをしてくれ
て、大感激！！
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　ため池や水路に生育する浮葉性の多年草。
　公園等の池に植栽されるので、現在では自然
分布かどうかは定かでなくなってきています。
　水中茎を伸ばし、節から根と浮葉を出します。
花には、雌しべの花柱が雄しべより高いもの、
低いもの、ほぼ同じものの３型があります。冬
は水中茎で越します。
　各地で自然環境が減少していますが、霞ヶ浦
ではアサザの群落を復元することで、生態系を
回復しようという「アサザプロジェクト」が実
施されています。
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　５月２２日、御前山ビオトープで県環境アドバイ
ザーの廣瀬誠さんを講師に迎え、自然観察会が開
催されました。
　この催しは、御前山ダム環境センターが主催し
たもので、檜山地区の皆さんの協力のもと、御前
山小学校の５年生と御前山中学校の１年生を対象
に行われました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、参加した児
童・生徒の皆さんは、真剣なまなざしで、希少動
植物の説明に聞き入っていました。その後、近く
の公民館に場所を移動し、スライドショーが実施
されました。
　質疑応答の時間では矢継ぎ早に質問が出て、参
加者の関心の高さがうかがえました。
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ばっちり決まったポーズ


